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安全対策工事に伴う掘削による地盤の耐震性評価について 

1．概要

島根２号機構内では，第３系統直流電源設備設置工事等の安全対策工事に伴い，

掘削を実施している。 

図 1－1 に，掘削箇所の平面図を，図 1－2～図 1－10 に，掘削箇所の土留め工の

概要を示す。 

なお，追加対策工である改良地盤及び埋戻コンクリートの施工により，土留め工

のうち，一部のグラウンドアンカは撤去されるため，概要図においては，破線で示

す。 

掘削による地盤の安定性評価の検討経緯フローを図 1－11 に示す。 

掘削箇所には，親杭，グラウンドアンカ，切梁等の土留め工を設置しているが，

盛土掘削箇所周辺において，改良地盤及び埋戻コンクリートによる追加対策工を実

施することとし，地盤の安定性評価においては，追加対策工を考慮する。親杭，グ

ラウンドアンカ，切梁等の土留め工は自主設備とし，その効果については期待しな

いことから，その波及的影響を評価する。 

各評価について，本資料，補足説明資料及び添付書類との関係を表 1－1 に示す。

本資料においては，評価の概要のみを記載し，具体的な評価方法，評価結果について

は，各補足説明資料に記載する。 

2023年8月4日
NS2-他-253改02

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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 注記＊：第１ベントフィルタ格納槽のうち，一部の部材は，遮蔽機能が要求される第１ベントフィルタ格納槽遮蔽である。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－1 安全対策工事に伴う掘削箇所平面図  
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図 1－2 Ａ－Ａ’断面図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－3 Ｂ－Ｂ’断面図 
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（拡大図） 

図 1－4 Ｃ－Ｃ’断面図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－5 Ｄ－Ｄ’断面図  
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図 1－6 Ｅ－Ｅ’断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（拡大図） 

図 1－7 Ｆ－Ｆ’断面図  

２号機原子炉建物

埋戻土

埋戻コンクリート

MMR

EL 2.185m第1ベント
フィルタ格納槽

第 ２ 層

第 ３ 層

第 ４ 層

掘削範囲

速度層境界線

改良地盤⑦

MMR，埋戻コンクリート

施設

凡 例

第 １ 層（岩盤）

EL(m)

20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

親杭（H700×300）

E
←

E’
→

グラウンドアンカ

岩盤

15.17m
仮設耐震構台

11.00m

追加対策工

改良地盤⑦

（単位：mm） 

２号機原子炉建物

埋戻土

埋戻コンクリート

MMR

EL 2.185m第1ベント
フィルタ格納槽

第 ２ 層

第 ３ 層

第 ４ 層

掘削範囲

速度層境界線

改良地盤⑦

MMR，埋戻コンクリート

施設

凡 例

第 １ 層（岩盤）

EL(m)

20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

親杭（H700×300）

E
←

E’
→

グラウンドアンカ

岩盤

15.17m
仮設耐震構台

11.00m

追加対策工

改良地盤⑦

２号機原子炉建物

埋戻土

埋戻コンクリート

MMR

EL 2.185m第1ベント
フィルタ格納槽

第 ２ 層

第 ３ 層

第 ４ 層

掘削範囲

速度層境界線

改良地盤⑦

MMR，埋戻コンクリート

施設

凡 例

第 １ 層（岩盤）

EL(m)

20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

親杭（H700×300）

E
←

E’
→

グラウンドアンカ

岩盤

15.17m
仮設耐震構台

11.00m

追加対策工

改良地盤⑦



6 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－8 Ｇ－Ｇ’断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1－9 Ｈ－Ｈ’断面図 
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図 1－10 Ｉ－Ｉ’断面図 
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表 1－1 本資料，補足説明資料及び添付書類との関係 

本資料 補足説明資料 添付書類 

1. 概要 － － 

2. 耐震重要施設等の基礎地盤

の安定性評価について 補足-023-17 

基礎地盤及び周辺斜面の安定性に

ついて 

－ 

3. 耐震重要施設等の周辺斜面

の安定性評価について 
－ 

4. 保管場所及びアクセスル－

トの周辺斜面の安定性評価につ

いて 

補足-020-2 

可搬型重大事故等対処設備の保管

場所及びアクセスルートに係る補

足説明資料 

Ⅵ-1-1-7-別添 1 

可搬型重大事故等対処設備の保管

場所及びアクセスルート 

 

 

2.保管場所及び屋外のアクセス

ルートの周辺斜面及び敷地下斜

面のすべり安全性評価について 

 
2.3.2 周辺斜面の崩壊及び敷地

下斜面のすべり 

 

2.9 安全対策工事に伴う掘

削を踏まえた周辺斜面及び敷

地下斜面のすべり安定性評価 

3.3.2 周辺斜面の崩壊及び道路

面のすべり 

5. 土留め工の上位クラス施設

への波及的影響評価について 

補足-027-10-106 

土留め工（親杭）の耐震性につい

ての計算書に関する補足説明資料 

Ⅵ-2-11-2-14 

土留め工（親杭）の耐震性につい

ての計算書 
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2．耐震重要施設等の基礎地盤の安定性評価について 

安全対策工事に伴う掘削及び改造工事に伴う重量増加を踏まえた基礎地盤の安

定性評価の検討フローを，図 2－1 に示す。 

掘削前の耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の基礎地盤の安定性評価で

は，設置変更許可段階にて，設置標高等によりグループ分けを行い，グループ毎

に安定性が厳しくなると考えられる評価対象断面を選定している。 

安全対策工事に伴う掘削を踏まえた基礎地盤の安定性評価では，設置変更許可

時において選定した評価対象断面を対象に，保守的に掘削箇所を投影した安定性

評価を実施し，掘削箇所を考慮しても基準地震動Ｓｓによる地震力による基礎地

盤のすべり，支持力及び基礎底面の傾斜に対して十分な安定性を有することを確

認する。 

なお，評価では，設備の補強や追加等の改造工事に伴う施設重量増加を考慮す

る。 

 

注：フロー中の章番号は補足-023-17「基礎地盤及び周辺斜面の安定性について」の章番号を参照 

図 2－1 基礎地盤の安定性評価における掘削及び重量増加を踏まえた 

検討フロー図 

  

耐震重要施設等の基礎地盤（掘削後・最新重量反映）の安定性
START

ｚ２次元動的ＦＥＭ解析（等価線形解析）を実施

すべり安全率が1.5を上回る
且つ基礎の接地圧が評価基準値を超えない

且つ基礎底面の傾斜が評価基準値の目安を超えない

No

基礎地盤は地震による安定性を確保している

・設置変更許可時点の基礎地盤の評価対象断面のうち，掘削に
より安定性の低下が懸念される断面を抽出し，掘削箇所を，掘
削幅，深さ等の観点から保守的に投影する

評価対象施設の最新重量の反映

・基礎地盤に対し，対策工の検討を行う
・対策工を反映後，再度，掘削により安定性の低下が懸念される断
面を対象に，掘削状況を踏まえた安定性評価を行う

Yes

なし
①－①’断面
②－②’断面

2.3章

2.4.4章

2.5章



11 
  

設置変更許可段階における耐震重要施設等の基礎地盤の評価対象断面及び掘削

箇所の位置図を図 2－2 に示す。このうち，掘削による安定性の低下が懸念され

る評価対象断面は，EL 15m の掘削箇所周辺に位置する原子炉建物（南北）（①－

①’断面）及び原子炉建物（東西）（②－②’断面）である。 

これらの掘削による地盤の安定性の低下が懸念される評価対象断面に対し，掘

削幅，深さ等の観点から保守的に掘削箇所を投影し，安定性評価を実施した結

果，十分な安定性を有することを確認した。 

 

 

図 2－2 評価対象断面及び掘削箇所の位置図 

 

  

0 200m

EL 50m

EL 44m

EL 15m以下

EL 15m以下

EL 15m以下

⑦

⑦’

①

①’

③

③’

２号機原子炉建物

防波壁（多重鋼管杭式擁壁）

ガスタービン発電機建物

② ②’

防波壁（逆Ｔ擁壁）

⑪ ⑪’

【凡例】

：グループＡ

（EL 15m盤以下，防波壁以外，直接基礎）

：グループＢ

（EL 44～50m盤，防波壁以外，直接基礎）

：グループＣ

（EL 15m盤以下，防波壁，杭基礎）

：グループＤ

（EL 15m盤以下，防波壁，直接基礎）

：評価対象断面

：掘削箇所

Ｎ
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3．耐震重要施設等の周辺斜面の安定性評価について 

安全対策工事に伴う掘削を踏まえた周辺斜面の安定性評価の検討フローを，図

3－1 に示す。 

掘削前の耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の周辺斜面の安定性評価で

は，設置変更許可段階にて，法尻標高等によりグループ分けを行い，グループ毎

に安定性が厳しくなると考えられる評価対象断面を選定している。 

安全対策工事に伴う掘削を踏まえた周辺斜面の安定性評価では，設置変更許可

時において選定した評価対象断面を対象に，保守的に掘削箇所を投影した安定性

評価を実施し，掘削箇所を考慮しても基準地震動Ｓｓによる地震力による周辺斜

面のすべりに対して十分な安定性を有することを確認する。 

 

 
注：フロー中の章番号は補足-023-17「基礎地盤及び周辺斜面の安定性について」の章番号を参照 

図 3－1 周辺斜面の安定性評価における掘削を踏まえた検討フロー図 

 

 

  

耐震重要施設等の周辺斜面（掘削後）の安定性評価
START

２次元動的ＦＥＭ解析を実施し，すべり安全率を算定
岩盤斜面：全応力解析

盛土斜面：有効応力解析（液状化を考慮）

No

・斜面に対し，対策工の検討を行う
・対策工を反映後，再度，掘削によりすべり安定性の低下が懸念さ
れる斜面を対象に，掘削状況を踏まえたすべり安定性評価を行う

すべり安全率が1.2を上回る

・設置変更許可時点の周辺斜面の評価対象斜面のうち，掘削によりすべり安定性の低下が
懸念される斜面を抽出し，斜面の法尻に位置する掘削箇所を，掘削幅，深さ等の観点から
保守的に投影する

・盛土掘削箇所周辺について，追加対策（改良地盤，埋戻コンクリート）を実施し，安定性評
価に考慮する

影響要因の付与番号が最多または
簡便法のすべり安全率が最小

Yes

地震による斜面の安定性
評価は分類した内の評価
対象斜面に代表させる

斜面安定性の影響要因について比較し，以下の観点から影響要因の番号を付与するととも
に，簡便法によるすべり安全率を算定する
①構成する岩級 ：低位岩級（CL，D級）が分布する斜面に番号を付与する
②斜面高さ ：最も高い斜面に番号を付与する
③斜面の勾配：最急勾配の斜面に番号を付与する
④シームの分布：シームが分布する斜面に番号を付与する

No

岩盤斜面もしくは盛土斜面の評価対象斜面が複数ある
No

Yes

地震により斜面が崩壊しない
ため，耐震重要施設等に影響

しない

②－②’断面
①－①’断面
⑥－⑥’断面

なし

Yes

3.3.2章及び3.3.3章

①－①’断面
②－②’断面

⑥－⑥’断面

3.3.4章

3.4章及び3.5章
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耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面と掘削箇所の位置図を図 3－2

に，耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面の検討断面及び掘削箇所の位置

図を図 3－3 に示す。 

表 3－1 のとおり，掘削によるすべり安定性の低下が懸念される斜面は，岩盤

斜面では，２号機南側切取斜面（①－①’断面）及び２号機西側切取斜面（②－

②’断面），盛土斜面では，２号機南側盛土斜面（⑥－⑥’断面）である。 

これらの掘削によるすべり安定性の低下が懸念される斜面に対し，掘削幅，深

さ等の観点から保守的に掘削箇所を投影し，安定性評価を実施した結果，すべり

安全率が 1.2 を上回ることを確認した。 

 

図 3－2 耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面と掘削箇所の位置図 

0 200m

【凡例】

：耐震重要施設，常設重大事故等対処施設

：グループA（岩盤斜面，斜面法尻EL 15m以下）

：グループB（盛土斜面，斜面法尻EL 15m以下）

グループＡと地盤の種類が異なるため，グループＢに区分した。

：グループC（岩盤斜面，斜面法尻EL 44～50m）

グループＡに比べて高台に位置する斜面であり，地質や地震増

幅特性が異なることから，グループＣに区分した。

：安全掘削工事に伴う掘削範囲

Ｎ
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図 3－3 耐震重要施設等に影響するおそれのある斜面の検討断面及び 

掘削箇所の位置図 

 

表 3－1 評価対象斜面及び掘削によるすべり安定性の低下が懸念される斜面 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦’

⑦

【凡例】

：安全対策工事に伴う掘削範囲

：断面位置（グループＡ）

：断面位置（グループＢ）

：断面位置（グループＣ）

：断面位置（対策工有）

① ：掘削の影響によるすべり安定
性の低下が懸念される斜面

③’

③

②’
②

①

①’

④’

④

⑤

⑤’

⑥

⑥’

⑧

⑧’

Ｎ
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4．保管場所及びアクセスル－トの周辺斜面の安定性評価について 

安全対策工事に伴う掘削状況を踏まえた保管場所及びアクセスルートの周辺斜

面及び敷地下斜面のすべり安定性評価の検討フローを，図 4－1 に示す。 

掘削前の保管場所及びアクセスルートの周辺斜面及び敷地下斜面のすべり安定

性評価では，保管場所及びアクセスルートに影響するおそれのある斜面につい

て，法尻標高によりグループ分けを行い，グループ毎にすべり安定性が厳しくな

ると考えられる評価対象斜面を選定している。 

安全対策工事に伴う掘削を踏まえた保管場所及びアクセスルートの周辺斜面及

び敷地下斜面のすべり安定性評価では，掘削前に選定した評価対象斜面を対象

に，保守的に掘削箇所を投影したすべり安定性評価を実施し，掘削箇所を考慮し

てもすべり安定性の評価基準値である 1.0 を上回ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：フロー中の章番号は補足-020-2「可搬型重大事故等対処設備の保管場所及びアクセスルートに係る補足説明資料」 

の章番号を参照 

図 4－1 掘削状況を踏まえた保管場所及びアクセスルートの周辺斜面 

及び敷地下斜面のすべり安定性評価フロー 

 

 

保管場所及びアクセスルートの周辺斜面（掘削後）の安定性評価
START

２次元動的FEM解析を実施し，すべり安全率を算定
岩盤斜面：全応力解析

盛土斜面：有効応力解析（液状化を考慮）

No

・斜面に対し，対策工の検討を行う
・対策工を反映後，再度，掘削によりすべり安定性の低下が懸念さ
れる斜面を対象に，掘削状況を踏まえたすべり安定性評価を行う

すべり安全率が1.0を上回る

・設置変更許可時点の周辺斜面の評価対象斜面のうち，掘削によりすべり安定性の低下が
懸念される斜面を抽出し，斜面の法尻に位置する掘削箇所を，掘削幅，深さ等の観点から
保守的に投影する

・盛土掘削箇所周辺について，追加対策（改良地盤，埋戻コンクリート）を実施し，安定性評
価に考慮する

影響要因の付与番号が最多または
簡便法のすべり安全率が最小

Yes

地震による周辺斜面及び
敷地下斜面の安定性評価
は分類した内の評価対象
斜面に代表させる。

斜面安定性の影響要因について比較し，以下の観点から影響要因の番号を付与するととも
に，簡便法によるすべり安全率を算定する
①構成する岩級 ：低位岩級（CL，D級）が分布する斜面に番号を付与する
②斜面高さ ：最も高い斜面に番号を付与する
③斜面の勾配：最急勾配の斜面に番号を付与する
④シームの分布：シームが分布する斜面に番号を付与する

No

岩盤斜面もしくは盛土斜面の評価対象斜面が複数ある
No

Yes

地震により周辺斜面及び敷地
下斜面が崩壊しないため，保
管場所等に影響しない

③－③’断面
④－④’断面
⑧－⑧’断面

なし

Yes

2.9.3章 (1)及び(2)

2.9.3章 (3)

2.9.4 ～ 2.9.8章

③－③’断面
④－④’断面

⑧－⑧’断面
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図 4－2 に保管場所及びアクセスルートに影響する斜面と掘削箇所の位置図

を，図 4－3 に評価対象斜面及び掘削箇所の位置図を示す。 

表 4－1 のとおり，掘削によるすべり安定性の低下が懸念される斜面は，岩盤

斜面では，２号機西側切取斜面（③－③’断面）及び２号機南側切取斜面（④－

④’断面），盛土斜面では，２号機南側盛土斜面（⑧－⑧’断面）である。 

これらの掘削によるすべり安定性の低下が懸念される斜面に対し，掘削幅，深

さ等の観点から保守的に掘削箇所を投影し，すべり安定性評価を実施した結果，

すべり安全率が 1.0 を上回ることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－2 保管場所及びアクセスルートに影響する斜面と掘削箇所の位置図   

  

【凡例】

：グループＡ（岩盤斜面，法尻標高EL 15m以下）

：グループB（盛土斜面，法尻標高EL 15m以下）

：グループC（岩盤斜面，法尻標高EL 33m～50m）

：グループD（盛土斜面，法尻標高EL 88m）

：可搬型設備の保管場所

：アクセスルート（車両・要員）

※破線は要員のみを示す。

：サブルート（車両・要員）

※破線は要員のみを示す。

：安全対策工事に伴う掘削範囲

第３保管エリア

第４保管エリア

第２保管エリア

第１保管エリア

２号機西側切取斜面

２号機南側切取斜面

２号機南側盛土斜面



17 
  

 

図 4－3 評価対象斜面及び掘削箇所の位置図 

 

表 4-1 評価対象斜面及び掘削によるすべり安定性の低下が懸念される断面 
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5．土留め工の上位クラス施設への波及的影響評価について 

図 5-1 に土留め工を構成する部材の破壊モードを示す。親杭以外の土留め工を

構成する部材は，損傷，落下を想定しても，上位クラス施設への離隔が十分確保

できていることから，波及的影響評価の対象外とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記＊：切梁が設置される範囲は，上位クラス施設ではなく改良地盤⑦若しくは埋戻土コンクリート  

となる。（図 5－2 参照） 

 

図 5－1 土留め工（親杭）を構成する部材の破壊モード 

  

 想定破壊モード 上位クラス施設への波及的影響の有無 

親杭 損傷，転倒 あり 

親杭の全長が掘削幅よりも長い箇所がある
ため，損傷・転倒した場合に上位クラス施設
へ衝突し，波及的影響を及ぼすおそれがあ
る。 

グラウンド
アンカ 

損傷 なし 

グラウンドアンカが損傷した場合でも，損
傷したグラウンドアンカは岩盤内に留まる
ため，上位クラス施設への波及的影響を及
ぼすおそれはない。 

腹起し 

矢板 
損傷，落下 なし 

損傷・落下した場合でも，上位クラス施設へ
衝突しないことから，上位クラス施設への
波及的影響を及ぼすおそれはない。 

切梁 損傷，落下 なし 

切梁が設置される範囲は，周辺に上位クラ
ス施設は位置せず，上位クラス施設への離
隔距離が確保されていることから，上位ク
ラス施設への波及的影響を及ぼすおそれは
ない。（図 5－2 参照） 

グラウンドアンカ

腹起し

親杭

埋戻

コン

クリ

ート

岩盤

岩盤

14,000 14,000

2
0
,
1
00 1
4
,
1
00

▽EL +15.0m

20,500

親杭(H700×300）

▽EL +15.0m

グラウンドアンカ

▽EL -8.620m

切梁(□500×500）

埋戻土

岩盤

地盤改良埋戻土 地盤改良

埋戻

コン

クリ

ート

岩盤

岩盤

14,000 14,000

2
0
,
1
00 1
4
,
1
00

▽EL +15.0m

20,500

親杭(H700×300）

▽EL +15.0m

グラウンドアンカ

▽EL -8.620m

切梁(□500×500）

埋戻土

岩盤

地盤改良埋戻土 地盤改良

切梁

矢板

腹起し

損傷・落下

損傷
・落下

損傷
・落下

損傷
・転倒

損傷

上位
クラス
施設*
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親杭については，図 5－2 に示す範囲において，上位クラス施設である２号機

原子炉建物，２号機廃棄物処理建物，第１ベントフィルタ格納槽，第１ベントフ

ィルタ格納槽遮蔽及び低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽までの離隔距離が確保で

きないことから，図 5－3 に示す③－③’断面，④－④’断面及び⑥－⑥’断面

を検討対象断面とする。 

 

 

 

 

 

 

                             【土留め⑥周辺拡大】 

 注記＊：破線は土留め工が損傷・転倒した場合に影響を及ぼす範囲 

図 5－2 土留め工が損傷・転倒した場合に影響を及ぼす範囲 

 

 

 

 

 

 

図 5－3 土留め工（親杭） 検討対象断面位置図 

断面位置

２号廃棄物処理建物

岩盤

埋戻コンクリート

１号廃棄物処理建物

土留め工
鋼管矢板φ1400（SKK490）14本

掘削箇所

改良地盤
(薬液注入工法)

鋼管矢板Ａ

埋戻土

鋼管矢板Ａの転倒方向

鋼管矢板が転倒した場合
に影響を及ぼす範囲

鋼管矢板Ａと施設の
間に改良地盤が分布
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表 5－1 に示すとおり，検討対象断面のうち，③－③‘断面は，根入れが浅く，

背面の地盤改良及び岩盤斜面による土圧が想定されることから，評価対象断面に

選定する。選定した評価対象断面について，基準地震動Ｓｓを用いた地震応答解析

を行い，土留め工（親杭）の構造部材の健全性評価及び基礎地盤の支持性能評価に

より，施設が損傷及び転倒しないことを確認することにより，上位クラス施設へ波

及的影響を及ぼさないことを確認した。 

表 5－1 評価対象断面の選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

評価
対象
断面

影響するおそれのある
上位クラス施設

影響要因 該当
する
影響
要因

選定理由（1）
構造・寸法

（2）
掘削
深さ

（3）
根入れ

（4）
転倒等に
対する配慮

（5）
背面土圧

③－③’
断面

第１ベントフィルタ格納槽
第１ベントフィルタ格納槽遮蔽
低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽

SM490
H700×300×13×24

13.02m
0.98m
～
1.98m

ー
背面の地盤改良
及び岩盤斜面
による土圧

(3)
(4)
(5)

根入れが浅く，背面の地盤改良及び岩盤斜面
による土圧が想定されることから，評価対象
断面に選定する。

④－④’
断面

２号機廃棄物処理建物
SS400

H700×300×13×24
12.88m 2.12m

親杭を巻き込んで
埋戻コンクリート

を打設する

背面は埋戻
コンクリート及び
岩盤であり，土圧
は作用しない

(1)

Ａ－Ａ’断面に比べ，使用材料のせん断強度等
が小さいが，掘削深さが浅く，根入れが深い
こと，親杭を巻き込んで埋戻コンクリートが
打設されており，転倒等に対する配慮がなさ
れていること，及び背面の土圧が作用しない
と考えられることから，Ａ－Ａ’断面の評価に
代表させる。

⑥－⑥’
断面

２号機原子炉建物
２号機廃棄物処理建物

SM490
H700×300×13×24

13.80m
1.70m
～
2.00m

親杭を巻き込んで
埋戻コンクリート

を打設する

背面は埋戻
コンクリート及び
岩盤であり，土圧
は作用しない

(2)

Ａ－Ａ’断面に比べ，掘削深さが深いが，根入
れが深いこと，親杭を巻き込んで埋戻コンク
リートが打設されており，転倒等に対する配
慮がなされていること，及び背面の土圧が作
用しないと考えられることから，Ａ－Ａ’断面
の評価に代表させる。




